
 

 

 

 

 

 

 

寄付金速報 ― 2014-15 年度も残り３カ月 ― 
3 月までの寄付金累計は前年同期と比べ 4.3％増、約 4,900 万円の増加です。普通寄付金が 2.5％

増、特別寄付金が 5.4％増となりました。今月も個人・法人からの高額寄付金、また、創立記念寄

付を多くいただいたことにより、寄付累計額は先月と同様、直近 6年間でトップのまま推移してい

ます。今年度残り 3カ月は、特別寄付金が主な寄付金収入となります。引き続き、当会事業へのご

支援をよろしくお願い申し上げます。 

新奨学生オリエンテーションがスタート 
2015学年度の奨学生は730人となりました。国・地域別では中国が39.7％、次いで韓国が14.4％、

ベトナム 11.1％、台湾 4.8％の順となっています。中国・韓国籍の割合が 3 年連続で減少しており、

両国の来日留学生数そのものが減少しているだけでなく、地区選考委員会が国・地域の偏りに配慮

して選考していることが伺えます。プログラム別では、学部・修士・博士課程ロータリー米山記念

奨学金 689 人（学部課程：257 人、修士課程：253 人、博士課程：179 人）、地区奨励奨学金 14 人、

クラブ支援奨学金 8人、海外学友会推薦奨学金 5 人、海外自由応募奨学金 14 人となっています。 

4 月～5 月中旬にかけて、各地区でオリエンテーションが開催されます。米山奨学生としての義

務やこの事業の意義を理解してもらい、確約書に署名をした後、正式に米山奨学生となります。ま

た、オリエンテーションでは学友会メンバーも受付や学友会の説明に活躍しています。どうぞ温か

くお迎えくださいますようお願いいたします。 

 
タイ米山学友会総会報告 ― 創立３周年を迎えて ― 
3 月 15 日、タイ米山学友会がバンコク市内で総会を

開催しました。学友・来賓の計 28 人が集まり、創立 3

周年を祝いました。 

同学友会ではこの 3年間、定期的な理事会の開催のほ

か、児童養護施設の子どもたちへの支援活動や海岸清掃

（エコキャンプ）、経済的に困窮する大学生への奨学金

支給など、さまざまな奉仕活動を行ってきました。現在

の会員数は、創立時から少し増えて 40 人。学友同士の

親睦活動や、タイや日本のロータリークラブとの交流も

盛んです。総会では今後の活動とし

て、大学生への奨学金支給に代えて、貧しい地域の小学生への奨学金支給や、

HIV/AIDS に感染した子どもたちのための児童養護施設への支援を行うことな

どが報告されました。 

 総会後の懇親会には、学友会創立に多大な尽力をしたビチャイ・ラタクル元

国際ロータリー会長が激励に駆けつけました。当会の小沢一彦理事長も総会・

懇親会と出席し、タイ学友との交流を深めました。 
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第 2 代よねやま親善大使が決定！ 
2 月 15 日締切の「第 2 代よねやま親善大使」には 40 人の学友・奨学生から応募があり、広報委

員会、常務理事会にて厳正なる選考の結果、下記 3 人の方に決定しました。任期は 2015 年 7 月か

ら 2 年間です。なお、初代よねやま親善大使・楊小平さんも、1 年間任期を延長して活動していた

だけることになりました！7月から、4人の親善大使がロータリー米山記念奨学事業をＰＲします。

ぜひみなさんの地区へ招へいしてください。親善大使に関するご連絡は当会事務局広報担当まで。 

スチッタ・グナセカラさん 
 

 
2010 年、⽇本留学を希望
する若者のために、⺟国に
「スリランカ・別府⽇本語学
校」を設⽴。これまでに 45 人
の卒業⽣を⽇本留学に送り
出している。自身も別府大
博士課程で研究に邁進中。

于 咏さん 
（ウエイ） 

 
愛知ロータリーＥクラブ創⽴
会員。医療系専門学校で教
鞭を取る傍ら、『報恩・奉仕・
繁栄』のテーマで卓話にまわ
り、インドのＲＣでも米山奨
学事業を紹介するなど、国内
外への米山広報に取り組む。

⾦ 福 漢さん 
（キムボクハン） 

 
ＮＰＯ法人織の音アート・
福祉協会理事⻑ 兼・織の
音⼯房施設⻑として、知的
障害者の自⽴⽀援と⼿織り
伝統技術の継承に努める。
韓国の大臣賞を受賞した 
折り紙の名人でもある。 

初代よねやま親善大使 
楊 小 平さん 
（中国/2011-12/東広島
21ＲＣ）も、好評につき、
任期を 1 年間延⻑して活
動してくださいます。新しい 3
人の先輩大使としても活躍
が期待されます。 

よねやまフォトコンテストにご応募ください 
ロータリー米山記念奨学会では、「第 1回よねやまフォ

トコンテスト」を実施し、米山奨学生・学友・ロータリ

アンの皆さまからの写真を広く募集します。入賞作品は、

当会ＨＰや公式 facebook ページで紹介するほか、米山奨

学会が作成する事業ポスター、全会員に配布するパンフレットなどにも掲載します。米山記念奨学

事業の魅力が伝わるみなさまのベストショットをお待ちしています！詳細は、当会ホームページの

「重要なお知らせ」をご覧ください。締切は 5 月 15 日（金）です。 

国連ユニタール主催 アフガニスタン写真展 
国連ユニタールによるアフガニスタン奨学プログラム参加研修生から提供された写真展で、東京⽶⼭友愛ＲＣ・東
京⽶⼭ロータリーＥクラブが共催しています。アフガニスタンに根付きつつある平和をぜひご覧ください。 
期 間：2015 年 4 月 18 日（土）〜4 月 24 日（⾦）10：00〜17：00（最終日は 15 時まで） 
場 所：国連大学 2Ｆ展示ギャラリー（東京都渋谷区神宮前 5-53-70） 

スリランカ出身 
（2010-11/別府 RC） 

中国出身
（2005-07/名古屋中 RC）

韓国出身 
（1995-97/大宮北 RC） 4 人のよねやま親善大使をよろしくお願いします


